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年頭のご挨拶

理事長　　石川賢広

はじめに

　２１世紀の初頭に当たる平成１３年を迎え一言ご挨拶申

し上げます。

　当海洋生物環境研究所（海生研）は，昭和５０年に設立さ

れ，昨年の１１月で満２５歳となりました。これから，いよ

いよ発足から第２四半世紀の初めの年を迎えることになり

ました。　

　これは，ひとえに，水産，電力両業界をはじめ，関係各省庁

の深いご理解と強い御支援の賜物であり，また，当研究所の

調査研究内容のレベル・アップに貢献頂いた先生方や調査

の現場である発電所，漁業関係者等多くの方々のご協力の

お陰であると心から感謝する次第です。

設立の経緯

　設立前の昭和４０年代は，工業や商業の発展と交通や都

市の発達に伴う電力需要の増加につれて，全国の沿岸域に

火力や原子力発電所の建設が盛んにおこなわれ，発電所か

ら出る温排水が，漁業や水産生物に大きな悪影響を与える

のではないかという漁業者の不安が社会問題としてクロー

ズ・アップされておりました。

　電力と水産は，国を支えるエネルギーや食料を生産する

産業であり，我が国にとって非常に重要であること，そして

ともに生産活動を海に依存していることから，問題を冷静

に解決し，両者の協調ある発展を図る途を採ることとなり

ました。そこで，昭和５０年に発電所立地地点で問題となっ

ている温排水が漁業，魚介類，藻場等に与える影響を解明す

るための基礎的研究に取り組む，両業界から独立した中立

機関として海生研が誕生しました。

これまでの成果

　海生研は，温排水の影響を解明することから着手し，現在

もなおメインの仕事として継続して実施していますが，こ

れに加え，取水側の影響や立地によって生ずる影響の軽減

方策等に寄与してきました。更に，発電所の取放水や海岸構

造物等が与えるプラス効果に着目した課題も取り上げて実

施しております。

　また，原子力発電所近傍の海域における放射能測定は，地

方自治体，事業者等が行っていますが，原子力発電所周辺の

沖合の主要漁場の測定は昭和５８年から海生研が実施し，

漁場環境の安全を確認しております。

　海生研の行っている研究の成果は，立地自治体，漁業関係

者，電力等に対し，必要に応じ説明を行っています。現在で

は，発電所立地に伴う温排水をめぐる両者の大きな対立は

次第に少なくなっており，これには海生研の研究成果が一

定の役割を果たしていると考えております。

今後の研究課題

　全国の発電所から放出される温排水の総量は，フル稼働

すれば利根川中流域の年間平均流量の２０倍強に達すると

いわれております。一方，新規立地の困難さから特定の地域

に集中立地する傾向があります。集中立地する海域や閉鎖

性海域においては，引き続き漁業や海洋生物に対する負荷

の把握に努める必要があると考えます。

　これまで，海生研の研究は，発電所前面の限られた範囲で

の課題に対応してきましたが，現在，発電所前面に形成され

る新しい生物社会が，周辺の海域の生態系にどのような変

化をもたらすかなど，より広い視野での調査研究にも着手

しつつあります。

　他方，発電所前面での膨大な量の取水や放水は，漁場が形

成される好条件の一つである強大な流れを生じさせている

側面を見落としてはならないと考えます。新しい視点でこ

の巨大な流れを好漁場として活用する方策を見いだすこと

は，漁業と真に共存しうる発電所が出現する可能性を高め

ることになると考えます。

最後に

　近年，沿岸海域では，有用魚介類の獲り過ぎや海の富栄養

化，有害化学物質の流入等で水産資源が枯渇しており，この

回復が緊急の政策課題とされています。

　海生研は，四半世紀にわたって蓄積した知見や研究者の

能力を活用して，海洋生物の繁殖に悪影響が懸念されてい

る環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）に係わる研究にも

着手しています。また，発電所では，取放水経路の付着生物

の防除やクラゲ駆除などの問題がおきておりますので，こ

れら生物の生活史の研究も開始しております。

　このような多様化する研究を円滑に推進するため，昨年

７月組織を改善し，それまでの部課制を廃止し，研究テーマ

毎のプロジェクト・チーム制を導入するとともに，雇用年限

を限った契約研究員制を一部導入いたしました。

　年初から始まった省庁再編成，公益法人の見直しなど海

生研も少なからぬ影響をうけると思われる事態が進行して

おりますが，今後とも，水産・電力両業界にとって有益な仕

事を持続的におこなって行きたいと考えています。

　関係各方面のご理解，御支援を得て，役職員一同，新しい

時代に向かって活動していく所存ですので，宜しくお願い

し，年頭のご挨拶と致します。
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水産庁研究所の独立行政法人化について
中央水産研究所所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑中　寛

　行政改革の流れの中で，平成11年に「独立行政法人通則

法」及び「独立行政法人水産総合研究センター法」が成立し，

現在９つある水産庁研究所は平成13年４月１日から一つの

独立行政法人としてスタートすることとなった。目下，内部

組織や運営の仕組みについて鋭意検討されているところで

あり，まだ固まっていないところは多々あるが，限られた紙

面の中で簡潔に述べてみたい。

１．組織の概要

１）名称：特定独立行政法人　水産総合研究センター

２）所在地：主たる事務所を神奈川県に置く（中央水産研究

所に本部を置く）

３）人員：理事長以下６名（最大）の役員と職員約780名（研究

職420名，行政職180名，海事職180名）

４）職員の身分：国家公務員（法定定員外，現業職員としての

扱い）

５）資産：９水産研究所庁舎，調査船10隻等

６）業務：水産に関する総合的な試験及び研究，調査，分析，

鑑定並びに講習等の業務並びにこれらに付帯する業務

（現行の業務を引き続き実施する）

７）組織：別図参照

８）移行日：平成13年４月１日

２．運営の基本的条件

　独立行政法人は，国が実施すべき事務及び事業であって，

これを効率的，かつ効果的に行わせることを目的として設

立されるものであり，国による事前関与，統制を極力排し，

事後チェックへの重点の移行を図るため，主務大臣の監督，

関与その他の国の関与を必要最小限とする（自主的，自立的

運営を行わしめる）とされている。他方，農林水産大臣が理

事長を任命し，理事長が全ての権限を持つ形である点も（理

事会は定められていない）他の法人と大きく違っていると

ころである。

１）人事：理事長と監事は大臣が任命，その他の役員及び職

員は理事長が任命

２）内部組織：理事長の裁量で決定，変更または改廃し，主務

大臣に通知

３）予算：独立採算性を前提とするものではない。国の予算

において所要の財源処置を行う（基本的には国の予算

を使って事業を行うが，民間団体等からの委託事業も

受けることができる）

４）予算制度：企業会計原則を採る。費目の流用，年度枠の持

ち越しが許される。剰余金の相当部分が与えられる

５）その他：給与基準，職員の採用方法等は法人が定める（大

臣への届出），省庁との人事交流を妨げない

３．運営方法及び中期計画の骨格

　法人は，中期目標と中期計画に基づいて運営することが

法的に定められている。

１）中期目標：中期５カ年間の業務の内容，業務運営の効率

化，財務内容の改善について大臣が定める

２）中期計画：中期目標を受けて，法人側は具体的研究課題

と段階的達成目標，それに要する経費と人員の積算，効

率化の目標，施設，設備に関する計画，法人運営費の積算

等を行い，大臣の認可を得る

３）年度計画：中期の中の当該年度において実施すべき事項

と予算を定め，大臣へ届出

４）予算の種類：運営費交付金（人件費，施設維持費，経常研

究費，船舶運航費等），契約的研究資金（水産庁事業費に

よる委託等），競争的研究資金（プロジェクト研究費等），

その他（特許料収入等），借入も可

５）省庁の関与：水産動植物に重要な被害が生じ，又は生ず

るおそれがあると認められる場合において大臣は研

究，調査等を要請することができる

４．中期計画の概要

　運営の仕様書ともいえる中期計画に盛り込むべき項目は

通則法で定められているが，その具体的内容については現

在検討中であり，まだ案の段階にある。

１）中期計画の期間

　 ５カ年

２）業務運営の効率化に関する事項

　・組織体制を整備し，理事長の下，自立した業務運営を推

進

　・研究所長等で構成される運営会議を設けて重要事項を

審議し，理事長に勧告

　・外部研究評価会議および内部評価会議を設け，厳密な評

価を実施

　・組織体制並びに運営管理に関して不断の検討

　・各研究所研究報告の統合

３）国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向

上に関する事項
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　　この項目が研究法人として行う調査研究を記述すると

ころである。科学技術政策大綱，水産基本政策大綱およ

び水産研究・技術開発戦略（平成１２年６月，水産庁）等

に基づき中期目標の当該部分が定められ，それを受け

て法人としては以下の３つのカテゴリーの下に個々の

研究課題を設定している。

　・基礎的先導的研究

研究機関として基礎的先導的研究に注力すべきこと

は言うまでもなく，研究レベルの維持や向上のために

も，また応用研究の展開のためにも不可欠である。

　・分野別専門研究

増養殖分野（養殖研究所），水産工学分野（水産工学研

究所），利用加工分野（中央水産研究所）等は集中化され

ており，分野固有の研究課題を網羅するものである。

　・海域別総合研究

水産の研究は海域特性が重要なファクターとなる。７

つの海区水産研究所が担当する資源，海洋及び増殖分

野にまたがる総合的な研究課題を網羅するものであ

る。

加えて，水産行政に係わる受託業務として，我が国周

辺水域資源調査等関係事業（TAC，漁海況予報事業関

連）を初めとするいくつかの事業を実施する予定であ

る。

４）財務内容の改善に関する措置

借入金の抑制，外部資金の獲得，財産譲渡計画，剰余金

の使途などについて記述

５）その他業務運営に関する重要事項

組織体制の整備，人材育成・確保，施設・機械の整備，船

舶の建造整備，情報の公開，職員の安全と健康の確保等

について記述

おわりに

　よく誤解されるところであるが，独立行政法人の「独立」

は独立採算を意味するものではなく，独立した運営を意味

するものである。これまでと違って相当な裁量権が与えら

れ，民間からの事業も受託できることとなるが，民間市場に

参入し，受注を争うことは考えていない。すなわち，人件費

を含む運営費を国から付与されているわけであり，公平な

競争とはなり得ない。我々法人しかできないと言うことで

要請があればお受けすることとなろう。

　水産研究所は，平成９年の我が国による国連海洋法条約

の批准及びそれに伴うTAC制度の導入等の水産業をめぐる

情勢の変化に応じて，平成10年10月に大幅な組織改正を

行ったところであり，今回の法人化に際しては法人全体の

研究企画と総務及び財務を担当する本部を構築することと

し，研究部門の組織改正は原則として行わない方針をとっ

た。しかし水産業をめぐる情勢は益々厳しさを増しており，

また農林水産省には法人の評価を行うことを任務とする独

立行政法人評価委員会が置かれる。法人としては，これまで

の体質を脱し，自ら業務運営の効率化に努め，組織の見直し

を不断に行うとともに，研究現場における競争的環境の導

入を図る必要があろう。

　以上述べたように，いくつかの点で大きく異なっている

ものの，水産庁研究所は法人というカテゴリーの中に入る

こととなった。この度，「海生研ニュース」で水産総合研究セ

ンターを紹介させていただく機会を与えて下さったことに

感謝するとともに，法人の皆様との間の変わらぬご交誼を

お願いする次第である。　
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　今回は少し難しいお話をしましょう。海底に沈んだ

放射性核種についてのお話です。

　海洋に入った人工放射性核種（137Csなど）は海水に溶

けているものもありますが，海水中で陸から運ばれた

土壌粒子等のいわゆる懸濁粒子に結びついて海底に沈

むものもあります。特に水深の浅い沿岸海域では，陸か

らの河川の流入もあって，懸濁粒子の量も外洋に比べ

て多いことから海底に溜まる放射性核種量も外洋より

も多いことが考えられます。ですから海底は放射性核

種の溜まり場（英語で言えば SINKです）と言えます。

　もっとも海底に溜まったままならば放射性核種が私

たちの生活環境に戻ることはありませんが，海底に住

む生物や，それを餌としている魚介類を通じて私たち

に関係する可能性はあり得ます（ただし放射性核種が

この経路から私たちに戻る確率は極めて低いと考えら

れています）。海底土は直接私たちの生活に関係するこ

とはありませんが，放射性核種の溜まり場と言う意味

でモニタリングの対象になっています。

　ところで昭和５８年から現在までの海底表面（深さ

３cm）の137Cs濃度を図に示してありますが，この図（第

１図）が生物や海水の場合と違うところは測定値の幅

が非常に大きいということです。この原因は，沿岸の海

底（海底土）はたとえ同じ海域でも決して均質なもので

はないからです。

　一般に海底土（堆積物）の粒子が細かい（たとえば粘

シリーズ“漁場を見守る”－その3　海底に溜まる人工放射性物質－

原子力発電所等周辺海洋放射能調査から

土質）ほうが粒子の粗い（たとえば砂質）ものより放射

性核種濃度が高い傾向があります（第２図）。これは粒

子が細かいほど同一重量あたりの粒子表面積が大きい

ためです。また海底の地形や海流・潮流の影響で，粒子

の溜まり方や移動の程度が変わりますから，海底土の

性状はかなり狭い海域でも相当な変化があり得ます。

　また海水中の懸濁粒子には，陸から流入した土壌粒

子や大気中から降下した塵埃以外にも海洋中の微細な

生物（プランクトンなど）を起源とする粒子があります

が，これらも放射性核種の海底への移行に寄与してい

ます。海底土中の有機炭素量が多いと放射性核種濃度

が高い傾向があるのも，生物起源粒子の影響と考えら

れています（第３図）。

第2図　海底土粒経と137Cs濃度の関係 （海生研調べ）
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ができ，半減期（放射能が半分になる時間）が２２．３年

であるので，その減り方から堆積物の堆積速度を計算

できます。

　放射性核種堆積全量と堆積速度の計算結果の例を第

１表に示します。放射性核種の堆積全量と堆積速度に

はよい相関があり，また両者ともに水深の増加（岸から

の距離の増加）に伴って低くなる傾向があります（第５

図）。これは陸からの懸濁粒子の供給が沿岸海底での放

射性核種蓄積に大きな影響を持つためと考えられま

す。

　日本沿岸のいくつかの海域で調べた放射性核種堆積

全量と堆積速度を第２表に示してあります。　これら

から判るように，放射性核種の堆積（蓄積）全量の範囲

には海域別の差はあまりありませんが，同じ海域内の

　このように沿岸海域海底土中の放射性核種濃度は，

陸からの流入粒子，生物起源粒子，海流・潮流，海底地形

（海底地震があればこれも大変化します）等の影響を受

けているので，海底表面の海底土のモニタリングでは

特定の測点（地域）での放射性核種濃度の変化を検討す

ることは出来ますが，広い範囲の海域での差や変化を

比較することは困難です。

　そこで海域毎の放射性核種の溜まり具合をみるため

に，海底表面ばかりでなくそれより深い部分を含む海

底全体の放射性核種全量を測り，また懸濁粒子の海底

への堆積速度を測って海域毎・地点毎の放射性核種の

溜まりやすさを比較することが試みられています。

これには柱状採泥器あるいはボックスコアラーなどと

いう器械を使って少なくとも深さが３０cm以上の海

底土（堆積物）を採り，厚さ１ないし３cm毎に切ってそ

れぞれを分析します。　その結果から放射性核種の海

底中での分布がわかります（第４図）。　

　一般に放射性核種は堆積後の鉛直混合・拡散の結果

として，深くなるほど濃度が低下します。ただ表層付近

ではほぼ一定の濃度を示す場合もあります。

　このような鉛直分布から，放射性核種の海底内での

全量を計算します。また210Pbはウランから生成する天

然の放射性核種で，海底への供給は均一と考えること

第4図　放射性核種鉛直分布の例（島根沖） （海生研調べ）
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第5図　堆積速度と水深（距離）の関係（島根沖） （海生研調べ）
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口頭発表
■平成12年度（第28回）全国原子炉温排水問題研究会

（サンピア敦賀，平成12年９月）．

 ・ 伊藤康男．海産魚類の遊泳能力と水温等の関係に

ついて．

 ・ 三浦雅大．発電所温排水の昇温効果によるギンガ

メアジの蝟集・越冬．

 ・ 道津光生．海岸構造物を活用した生物生息場の形

成．

■2000年度日本魚類学会年会（神奈川県立生命の星・

地球博物館，平成12年10月）．

 ・ 乃一哲久（千葉海博），小島純一・瀬戸熊卓見．アシ

ロ科ソコボウズの卵と仔魚の形態．

■第８回アクチニドの低レベル測定と生物と環境試

料中の長半減期核種に関する国際会議（大洗文化

センター，平成12年10月）．

 ・ 飯淵敏夫・石川雄介・鈴木　譲・笠松不二男．海産生

物の137Csに関連するいくつかの要因．

 ・ 稲富直彦・原崎　尭・河村廣己・長屋　裕．日本沿岸

における239+240Pu及び他の人工放射性核種の分布．

■環境中における放射性核種の分布と化学型に関す

る国際作業部会（六ヶ所村，文化交流センター，平

成12年10月）．

 ・ 稲富直彦・笠松不二男・長屋　裕．青森県太平洋沖

合の水塊構造と137Csと90Sr濃度．

 ・ 笠松不二男・高田和夫・鈴木　譲・石川雄介・飯淵敏

夫．海産魚類中の137Cs濃度の環境中実効半減期と

海産魚中濃度に影響を与える要因．

■第19回電中研－海生研研究交流発表会（（財）電力

中央研究所我孫子研究所，平成12年10月）．

 ・ 喜田　潤・吉川貴志．魚類におよぼす二酸化炭素の

影響－二酸化炭素の海洋隔離に関して－．

 ・ 岸田智穂・馬場将輔．不稔性アオサの生長に及ぼす

温度・塩分・光強度の複合影響．

 ・ 青山善一・山田　裕・原　猛也．伊勢湾におけるミ

ズクラゲの生態．

 ・ 横田瑞郎．発電所取放水の広域漁業影響－取水に

よる取り込みについて－．

■水圏生態研究懇話会（第12回）（ひたちなか市，ワー

クプラザ勝田，平成12年11月）．

 ・ 三浦雅大．温排水と魚たちの生態．

■第42回環境放射能調査研究成果発表会（放射能医

学総合研究所，平成12年12月）．

 ・ 稲富直彦．茨城沖海域における海洋構造と人工放

射性核種濃度について．

 ・ 笠松不二男．日本沿岸海洋環境放射能調査1984-

1999．

論文発表
 ・ 磯野良介，中村義治（水産工学研究所）（2000）．二枚

貝による海水濾過量の推定とそれにおよぼす温

度影響の種間比較．水環境学会誌 23，683-689．

職員の成果発表
（平成12年９～12月）

測点間には大きな差があります。これは現在の沿岸海

域にある人工放射性核種はその大部分がかっての大気

圏内核爆発実験の放射性降下物に由来するもので，日

本における降下量には海域間に大差がなく，地表に降

下した後の移動の影響が大きいことを示しています。

　水深の浅い（岸に近い）海底での堆積全量が大きいこ

とは，陸から流入した粒子に結びついた放射性核種の

供給があったことを示唆しています。

　沿岸海域では，海底の攪乱や堆積物の水平移動等の

ために，海底の放射性核種の分布が変動する場合があ

り，何時でも，何処でも同じ状況が見られるわけではあ

りません。海底土の放射性核種モニタリングは，直接に

は私たちの生活には関係しませんが，現在の沿岸海域

にある人工放射性核種濃度や分布が過去に供給された

放射性降下物のものなのか，それとも新たに負荷され

たものなのかを識別するのに貢献する貴重なデータを

与えてくれます。

(事務局特別研究専門家　長屋　裕)
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中央研究所　海洋生物グループの紹介

１．はじめに
　（財）海洋生物環境研究所は昭和50年12月の設立以

降，臨海発電所からの温排水の海域環境や海生生物等

に与える影響に関する調査研究を行っており，近年は，

発電所等の海域に対する好適な側面にも光を当てた事

業にも取り組んでおります。

　実施している調査研究には，発電所の立地した現場

海域での調査研究の他に，環境条件等が複雑なため現

場海域では解析が難しい現象について，その条件を一

部切り取った形で実施している室内実験があります。

　このような調査研究の中核的施設として，千葉県御

宿町の臨海部に昭和54年11月に中央研究所が竣工され

ました。

　この中央研究所には調査研究に携わる業務部門が２

つあります。主として野外調査を担当する海洋環境グ

ループと室内実験を担当する海洋生物グループです。

今回は，中央研究所において，室内実験を主に担当して

いる海洋生物グループの活動についてご紹介します。

２．海洋生物グループの概要

　海洋生物グループは，温度や他の環境要因に対する

生物反応に関する実験的な調査研究を中心に，現在研

究員８名，契約研究員２名，出向研究員１名，飼育技術

員２名そして研究補助の女性３名の総勢16名の体制で

仕事をしております。

　これまで発電所の取放水が海生生物に与える影響の

解明を主な目的として，数種類の大型の精密実験装置

を用いた基礎的な調査研究を行ってきました。そして

数十種類の魚介類の卵，仔稚魚，幼生など発生・発育段

階別の温度耐性や幼魚の好む温度（選好温度）並びに遊

泳能力など行動反応に関するデータを蓄積してきまし

た。現在，これらの知見や手法をベースとして，10課題

の受託調査研究を行っています。

　通産省資源エネルギー庁委託の温排水生物複合影響

調査は多様な環境条件下での海生生物に及ぼす温排水

の複合的影響を解明し，温排水影響予測評価の高度化

に資することを目的として，水温と貧酸素・低塩分等の

複合的な要因が魚介類の生残に及ぼす影響を把握する

試験を実施しています。これらの試験は精密な温度制

御が可能な実験装置や飼育設備の整った第１～３実験

棟で行われています。

第一実験棟（調温海水設備と飼育水槽）

12連定温度反応試験装置

　また，近年，注目を浴びている内分泌かく乱物質に関

する調査研究および二酸化炭素の海洋処分に伴う生物

影響予測のための基礎的研究など，新たな調査研究課

題にも対応しています。

　農林水産省委託の内分泌かく乱物質等漁業影響調査

では，内分泌かく乱物質による水産資源への影響実態

を把握するため，わが国周辺の数海域において収集し

た水産生物（中央研究所は貝類を担当）の生殖器官の観

察，血液成分の分析，環境中の化学物質の分析等を海洋

環境グループと共同で行っています。また，内分泌かく

乱物質による海産生物の再生産に対する影響等を評価

する技術を開発するため，動物プランクトンの飼育法

確立のための試験等を行っています。
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生化学実験室

　魚類に及ぼす二酸化炭素等の複合影響に関する基礎

調査は（財）地球環境産業技術研究機構（RITE）からの委

託業務で，二酸化炭素の海洋投棄にともなう高二酸化

炭素環境が，海産魚類に及ぼす影響についての生理生

態的知見を得ることを目的として，他の研究機関との

連携を図りながら進めています。

高二酸化炭素環境飼育装置

　近年帰化したミドリイガイは内湾を中心に生息域が

拡大しています。また，発電所施設に係わる汚損生物と

して防除対策等の検討が急務となっています。ミドリ

イガイの環境耐性に関する研究では，低酸素耐性，温度

耐性，越冬，成熟などの種々の環境要因に対する耐性を

把握する試験を実施しています。

　この様に海洋生物グループの調査研究は，室内実験

が中心で，現場に出る機会が少ないということもあり，

当グループが一部を担当している通産省資源エネル

ギー庁委託の環境審査等調査（海域調査）などの現場調

査は，野外での現象を知るうえで重要な調査研究と

なっています。

　私たち海洋生物グループは，日常狭い実験室に閉じ

こもりがちですが，常に現場の状況や問題を考えなが

ら調査研究を進めていきたいと考えています。

　また，上記の調査研究を支える重要な役割を担って

いるものとして飼育チームがあります。同チームの仕

事内容は前号で詳しく紹介しましたように，調査研究

に必要となる健全な供試生物の育成にあります。現在，

絶滅危惧種のアオギスなども飼育しています。

　海洋生物グループでは，これまで多くの種について

温度や他の環境要因に対する生物特性を明らかにして

きました。今後は，これらの基礎的知見を現場に積極的

にリンクさせて，環境の変化が生物に与える影響をよ

り正確に予測・評価する必要があると考えています。そ

のため，発電所取放水が海生生物に及ぼす影響の予測

モデルを構築し，予測・評価を更に高度化するための調

査研究に取り組んでいきたいと考えております。

（中央研究所　海洋生物グループ　土田修二）

飼育中のマダイ幼魚（上）とミドリイガイ（下）
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　馬の耳に念仏ならぬ，ヒラメの口にネンブツダイ。

　決定的瞬間と自画自賛するこの写真の撮影は，よう

やく水ぬるむある年３月のことでした。

　とあるダイビング・スポットで，ネンブツダイを観察

しようと群に接近したわけです。ネンブツダイ君にし

てみれば，おじゃまな未確認遊泳物体を避けるため不

自然な群の隊列になってしまったのでしょう。そこを，

海底で待ち伏せていたヒラメさんがすかさず襲撃。見

事，群からはぐれたネンブツダイ君を狩り，ヒラメさん

は久しぶり？の獲物にありついてめでたしめでたし。

　ネンブツダイの群に気を取られていた当人は，いき

なり海底から飛び出てきた物体に肝を冷やしつつも，

相手がヒラメと判明するやいなや，彼らがどんな風に

餌を食べるのかを見届けようと後を追いました。しか

し，写真撮影に気を取られている間に姿を見失ってし

まったことは，後に海釣りに深入りした時分になって

心残りとなりました。と言いますのも，釣餌の食い込み

の悪さを称してヒラメ40（アタリがあったら40数えて

合わせる）などという言い回しがある魚ですから，釣果

アップには，食い付き・食い込みの瞬間のイメージづく

りが大事だろうと考えられたからです。

　このように，ある時から一時が万事になりダイビン

グ時には魚の一挙一動を見てはどうやったらこいつら

が良く釣れるんだろうかとか，竿先がピクリともしな

い超貧果の時には，魚はいるのかしらんと潜って確か

見て，釣って，食べて，そして…
めたい衝動に駆られるようになりました。そうこうす

るうちに，釣り上げて殺した魚の処理についても何ら

かの方策を講じる必要性が生じてきました。つたない

ながら今では包丁は自前で研げるようになりました

が，初期には文具用のカッターでシロギスの３枚おろ

しをやってのけ，お魚に失礼でしょうと不作法をたし

なめられた時期もありました。ここまでくるともうだ

めで，ある時期になると「あー，この魚が食たいから釣

りに行きたい！」と，パブロフの犬のような反射行動に

駆られる毎日を季節が変わるたびに過ごすようになり

ました。ただし，休日のファミリー・サービスを怠って

の釣行は家庭不和の元ということで，釣った魚をおい

しく食膳にのせることが次の釣行条件として暗黙のう

ちに課せられるようになりました。この場合，家族にお

いしかったと言わせないといけません。

　さて，ここまでつらつらと書き及んでくると，私に

とって魚は，余暇日の遊び提供，貴重なタンパク源提供

そして職場の提供と，骨まで愛さずにはいられない存

在ではないかと思われてきます。実のところ，海生研に

は魚に人生を捧げ，昼に夜に大事なまつりごとの時に

も魚に愛情を注いでいる方がおります。

　名は体を表す。海洋(の)生物(と)環境(を)研究(する)

所に属し，ある漫画のお魚ファミリーの姓を頂いてい

るこの身ですから，お魚様に恩返しすることを大きな

目標に今後とも仕事に励みたいと思います。

（実証試験場　応用生態グループ　磯野良介）

ヒラメがネンブツダイを捕らえた瞬間

難を逃れたネンブツダイの群
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理事会、評議員会の開催について

　平成12年10月5日、平成12年度第2回理事会を開催し

ました。議題は「評議員の選任について」で、次の方が選

任されました。

　塚原　博氏(九州大学名誉教授)

　平成12年10月6日、平成12年度第2回評議員会を開催

しました。議題は「理事の選任について」で安藝周一氏

と阿部元祐氏の退任に伴い、次の方が選任されました。

　岡本尚武氏(（財）電力中央研究所理事企画部長)

　石塚昶雄氏(（社）日本原子力産業会議理事事務局長)

評議員名簿(50音順)

　木村邦雄　（社）日本水産資源保護協会会長理事

　小泉千秋　前東京水産大学長

　佐藤太英　（財）電力中央研究所理事長

　菅原　昭　全国漁業協同組合連合会代表理事副会長

　澄田信義　原子力発電関係団体協議会会長

　　　　　　(島根県知事)

　塚原　博　九州大学名誉教授

　平野敏行　東京大学名誉教授

　　　　　　（学）トキワ松学園理事長

　宮原九一　全国漁業協同組合連合会顧問

　　　　　　三重県漁連名誉会長理事

　森　一久　（社）日本原子力産業会議副会長

理事名簿

　石川賢広　理事長(常勤)

　待鳥精治　常務理事(常勤)

　河合利彦　事務局長(常勤)

　生明　登　全国漁業協同組合連合会常務理事

　石塚昶雄　（社）日本原子力産業会議理事事務局長

　岡本尚武　（財）電力中央研究所理事企画部長

　加藤正進　（財）電力中央研究所理事我孫子研究所長

　原　武史　（社）日本水産資源保護協会専務理事

　若林久嗣　東京大学農学部教授

　渡邉　武　東京水産大学教授

運営委員会の開催について

　平成12年12月７日，運営委員会が開催され，将来の課

題の展開等について，論議が交わされました。

運営委員会名簿(50音順)

　朝倉一雄　（財）電力中央研究所企画部環境推進担当(部長)

　石田周而　（社）日本水産資源保護協会常務理事

　清野通康　（財）電力中央研究所我孫子研究所

　　　　　　研究コーディネーター・上席研究員

　秋山敏男　福井県水産試験場長

　下茂　繁　資源エネルギー庁環境審査顧問

　鈴木元一　（社）日本原子力産業会議総務本部マネー

ジャー

　田中　克　京都大学農学部教授

　土屋良文　電気事業連合会立地環境部長

　宮原邦之　全国漁業協同組合連合会漁政部長

　渡部終五　東京大学農学部教授

海洋環境放射能調査成果を取りまとめ刊行

　海生研では，昭和58年度以来，科学技術庁の海洋環境

放射能総合評価事業の一環として我が国の原子力発電

所等周辺海域，及び平成３年より核燃料サイクル施設

沖合海域の主要な漁場において，海産生物，海底土，海

水の放射能調査を行い，漁場環境中の放射性核種濃度

の把握とその変動特性の解明を行ってきています。本

調査も開始以来16年を経過し，このたびその成果を小

冊子「日本沿岸海洋環境放射能調査－1984～1999－海

洋環境放射能総合評価事業の成果－」として取りまと

めました。内容は海産生物・海底土・海水中の人工放射

性核種に関する解説書ともなっており，この分野の調

査研究の参考資料として関係者の方々に広く活用して

頂けると思います。お問い合わせは海生研事務局情報

広報チームまで。

アオギスビデオが文部省選定作品に

　海生研が昨年制作したビデオ「よみがえれ！アオギ

ス」が，このたび文部省の選定（社会教育教材）を受けま

した。このビデオはご希望があれば無料で貸しだして

います。ご希望の方は海生研事務局情報広報チームま

で。

職員紹介

氏名：佐藤　裕介（さとう　ゆうすけ）
所属：実証試験場応用生態グループ

昭和53年７月８日生まれ。

　平成９年新潟県立六日町高等学校

卒業。平成11年日本動物植物専門学

院，東京動物総合学院修了。平成11年
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８月から平成12年４月まで臨時職員として新潟市水族

館マリンピア日本海に勤務し，淡水魚および海水魚の

飼育に従事。現在，飼育技術員として飼育業務を担当。

　「生物の変化を見逃さずに観察する目を養い，様々な

変化に対応できる経験と技術を身につけたい。」と業務

に対して意欲的に取り組む姿勢を持つ。趣味は草野球

と釣り。

日本付着生物学会一行の中央研究所視察

　平成12年10月28日（土），日本付着生物学会の一行が

中央研究所を訪れ，所内の研究施設を視察されました。

　来所された方々は，山口寿之会長以下23名で, 大学理

学部，水産学部等の教授・学生，電力関係者，付着生物調

査のコンサルタント関係者，塗料関係会社の研究員な

どでした。

　一行は，前日，天津小湊町の内浦湾西岸にある千葉大

学海洋バイオシステム研究センターで開催されたシン

ポジウム「21世紀の付着生物研究の展望を語る」に参加

して，そのプログラムの一環として，会場に近い御宿町

の中央研究所を視察されました。

飼育施設の説明

（中央研究所　海洋環境グループ　青山善一）

行事抄録

（　）以外は東京で開催

10／5 12年度第2回理事会

10／6 12年度第2回評議員会

10／18 電中研／海生研研究交流発表会（我孫子）

10／24 複合影響調査専門家協議会（柏崎）

11／2 取水生物影響調査検討委員会（御宿）

11／6 発電所生態系調査手法検討調査検討委員会

11／7 公認会計士中間検査

11／13～14 公認会計士中間検査（柏崎）

11／21 海水系統汚損防止対策検討委員会

11／30 水産庁，環境庁法人検査

12／6 ビオトープネットワーク検討委員会

12／7 運営委員会

12／19 魚介類汚染早期発見対策検討委員会

表紙の写真（駿河湾の日の出）

　この写真は清水市の三保の松原から駿河湾を挟んで

伊豆半島からの日の出を撮影したものである。三保の

松原の沖合いには必ず数隻のスパンカーを張った小型

漁船が見られ写真の点景となっている。　

　駿河湾は伊豆半島の西側に南へ向かって開く湾であ

るが，北に聳える富士山と調和した我が国屈指の美し

い景観に加えて気候温暖のためリゾート地として有名

である。

　駿河湾は穏やかな外観とは異なって，その海底は急

深な断崖となっており，一気に２千mの深海まで落ち

込んでいる。湾の東側は岩場が多く，西側は砂浜が多い

が，この砂浜の波浪や潮汐による侵食は激しく，白砂青

松で古来有名な三保の松原の海岸は近年頓に狭まって

いる。

　駿河湾の環境や生物は本州沖合を東進する黒潮に大

きく影響され，カツオ・マグロ類をはじめ南方系の魚類

が豊富である。更に，深海部から湧上がる深層水の影響

を受けてサクラエビやハダカイワシ類が分布する。

リュウグウノツカイといった珍しい深海魚が打ち上げ

られた例もある。世界最大の甲殻類といわれるタカア

シガニも有名でる。

　駿河湾の特産的な漁業について概観すると，サクラ

エビ漁は小型巻網で夜間にエビの群が深海から表層に

浮上したところを漁獲する。春漁は４月３０日から６

月４日まで，秋漁は１０月１０日から１２月５日まで

が許可されている。シラス漁はイワシ類の稚魚を小型

引き網で漁獲し，禁漁期の１月１５日から３月２０日

以外でほぼ周年操業している。その他，篭漁業でタカア

シガニが，釣り漁業ではマダイ，イサキ，タチウオ，アジ

等が，また，巻網漁業ではサンマ，アジ等が漁獲される。

　駿河湾の豊かな恵は地元の人々の生活を昔から潤し

てきたところであるが，最近は急深な湾から汲み上げ

ることができる深層水の有効利用が注目されており，

食品産業，医薬品産業等々に広い用途が期待されるそ

うである。

(事務局コーディネーター　岩澤龍彦)
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